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wこ・り：：

旭町分館

はしがき

　本報告書は、平成17年度一・　18年度文部科学省科学研究費補助

金（基盤研究（B））「新たな系統保存法としてのマウス卵巣の凍結保

存システムの開発」の研究成果をまとめたものである。

　現在の生命科学にとって、各種の遺伝子改変マウスは研究材料と

して必須なものであり、世界的なレベルで次々と作出され続けてい

る。そして、これらの系統を個体レベルで維持することは物理的に

も経費的にも不可能なことから、初期胚や精子のかたちで凍結保存

する方法が採られている。しかし、これらの方法だけでは十分とは

いえない。最近、我々は凍結保存した卵巣をレシピエントメスに移

植し、再現性ある成績で移植卵巣由来の産仔を得ることに成功した。

　本研究は、この方法をマウスの新しい系統保存法として改良し、

実用化に向けた実験システムの構築を目的とする。これまでの検討

によって、凍結保存に供するドナー卵巣の条件、凍結・融解の条件、

凍結保存卵巣からの受精卵の作成、ならびにレシピエントメスへの

移植条件を明らかにした。さらに、得られた各研究成果を組み合わ

せて一連の実験システムを構築した。今後、この実験システムの実

用化を図ることにより、これまで困難であった幼若メスの個体保存

を可能にするなど、大きな波及効果が期待できる。
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